
平成２７年度 学力向上を図るための全体計画 

練馬区立春日小学校 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校の授業改善に向けた視点 

指導内容・指導方法の工夫 教育課程編成上の工夫 
校内における研究や 

研修の工夫 
評価活動の工夫 

家庭や地域社会との 

連携の工夫 

小中連携一貫教育の 

視点 

・単元や１単位時間にお

ける問題解決的な学

習を推進する。 

 

・全校体制によるノート

指導の充実を図る。 

 

・児童に考えさせるこ

と、教師が教えること

を明確にして指導計

画を作成する。 

 

・学年の発達段階を踏ま

えた学習スキルの習

得を図る。 

 

・問題解決的な学習にお

ける話し合い活動や

ノート指導の充実を

図る。 

 

・学年合同の課題別学習

を実施し、問題解決能

力を育成する。 

・３学年以上におい

ては算数科におい

て習熟度別学習を

行い、基礎・基本

の確実な定着を図

る。 

 

・言語活動の充実の

ために、各教科に

おいて対話型の授

業を展開し、児童

の考えを引き出す

場面を設定する。 

 

・補充の時間（春日

タイム）やサマー

スクールの実施に

より、国語と算数

の基礎・基本の確

実な定着を図る。 

・「運動を楽しむ児

童の育成～でき

た喜びを味わう

体育指導～」を

校内研究のテー

マに、児童の運

動意欲と体力向

上を図るため、

体育科の授業の

改善・充実、及

び運動環境の整

備を行う。 

 

・全校一斉運動遊

びの充実をし、

運動の日常化を

図る。 

 

・学年会における

教材研究を週ご

との指導計画に

生かす。 

・年間指導計画に合

わせて各単元の

評価規準を作成

し、評価指標を明

確にする。 

 

・１単位時間ごとの

ねらいを明確に

した週ごとの指

導計画を作成し、

授業の評価を行

う。 

 

・保護者、地域、児

童によるアンケ

ート調査を実施

し、結果を踏まえ

た上で自己評価

を行う。その結果

を基に学校関係

者評価を実施し、

授業改善に向け

活用する。 

・保護者、地域、関

係機関等の外部人

材の活用を積極的

に実施する。 

 

・幼稚園児や保育園

児、高齢者とのふ

れあい体験を実施

する。 

 

・保護者会、道徳授

業地区公開講座、

学校保健委員会等

を通して、基本的

生活習慣や規範意

識の育成への協力

を依頼する。 

 

・地域の行事にでき

るだけ参加する。 

 

・地域と連携した防

災訓練を実施す

る。 

・小中一貫教育実践

校として作成した

課題改善カリキュ

ラムの検証、改善

を行う。 

 

・中学校側の研究授

業、及び第２回校

区別協議会（小学

校）では、近隣小

学校とも連携を行

い、授業を通して

小中一貫教育を行

う。 

 

・第５学年を対象と

した中学校の体験

授業、部活動体験

に参加する。 

 

 

学校教育目標 

・考えて正しく行動する子ども 

・素直で思いやりのある子ども 

・がんばりぬく元気な子ども 

練馬区学校教育における指導の重点 

確かな学力の定着・向上や健康増進・体力

向上をより一層図るとともに、個に応じた

指導を重視し、生涯にわたり主体的に学び

続けることのできる子供を育てる教育の

推進 

児童・地域の実態 

・素直で明るい子供が多く、課題に対して 

一生懸命取り組む。 

・自分の考えをもち、発表する力を付ける 

ことが課題である。 

・地域、保護者は学校教育に対して協力的 

である。 

学校経営方針 

・確かな学力の定着と向上 

「できる」「わかる」「楽しい」授業 

・健やかな心と体の育成 
豊かな心と体を育てる 

・地域・保護者との連携。 
保護者・地域の方々の声を生かす教育活動 

  本校における「確かな学力」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各教科の指導の重点 

・思考力、判断力、表現力の育成 

・学習のめあてをもち、主体的に学ぶ

問題解決能力の育成 

・基礎的・基本的な学習内容の 

定着 

・学び合い活動の充実 

総合的な学習の時間の重点 

・課題設定能力、観察・調査能力、 

表現力の育成 

道徳教育の重点 

・自己を見つめ、よりよく生きよう

とする心情と道徳的実践力の育成 

・道徳的判断力、思考力の育成 

特別活動の指導の重点 

・自主性と個性の伸長 

・集団の一員としての自覚 

キャリア教育の重点 

・自分のよさや可能性の発見 

・将来のモデルとなる生き方の模索 

・近隣の幼稚園(保育園)との連携 

・小中一貫教育の推進 

生活指導の重点 

・基本的な生活習慣の定着 

・規範意識の育成 

・中学校との連携 

基礎・基本の定着 

 

・学習スキル（話す、聞く、

書く、まとめる）の定着 

・春日タイムやサマースク

ール等における補充学

習・ティームティーチン

グや習熟度別学習によ

るきめ細かな指導 

問題解決能力の 

育成 

・各教科における問題

解決的学習の推進 

・全校的に取り組む 

ノート指導の充実 

・総合的な学習の時間

の充実 

確
か
な
学
力 

 

外国語活動の指導の重点 

・コミュニケーション能力の育成 

・異文化理解の充実 


